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超伝導体や磁性体の微細磁気特性評価の必要性から，STM-SQUID ハイブリッド磁気顕微鏡を

開発している[1]。低温での超伝導薄膜・線材の特性評価やボルテックスの観察のために低温試料

が測定可能な STM-SQUID の設計開発をおこなった。 

図 1 に示した STM-SQUID 磁気顕微鏡では，高温超伝導 rf-SQUID を使用して，メカニカルス

テージとピエゾステージを併用することで，超伝導薄膜・線材の広域およびファインスキャン測

定を 77K 程度の低温で行うことができる。このシステムにおいて，バイクリスタル基板上の超伝

導薄膜を試料とし，超伝導転移前，転移後の超伝導薄膜上の磁場分布の変化を磁気像として図 2 の

ように得られている。 

さらに，ボルテックス観察のためにはより低温で，微小領域からのより微弱な磁気信号を計測

する必要があるため，Low-Tc dc-SQUID を利用した，極低温観察用の STM-SQUID 顕微鏡を新た

に開発した。磁場印加の下での測定のため，パーマロイプローブとカップルする差動検出コイル

が必要となるが，その構成についても検討をおこなった。 
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図 1  STM-SQUID 顕微鏡

図 2  YBCO 超伝導薄膜上の磁気像
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